
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 恵那市立大井第二小学校 

実 施 期 間 平成２５年 ４月 ７日～１１月３０日 

実 施 概 要 
   

 

①ＰＴＡ研修委員・本部役員を中心とした「あいさつ運動」 

②読書月間に位置づけた｢朝の読み聞かせ｣ 

③総合的な学習の一環として「地域の高齢者との交流会」  

 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 

  □自然   □歴史   ■文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 

  □授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 

 

  □地域行事等参加 ■その他 

来 校 者 数 
保 護 者 ①のべ２３０人 

②のべ１３６人 

 

  計４１２ 人 

地域関係者 ②のべ４人 

③４２ 人 

実 施 状 況 
 

①について 

・年間を通して、週初めの朝７：３０～８：００ころまで、ＰＴＡ研

修委員や本部役員が中心となり実施。保護者が校門に立って児童会

の子ども達と共に登校する児童に朝のあいさつを交わしている。本

年度は、児童と一緒に登校してあいさつ運動に参加してくださる方

もおられた。 

②について 

・6月17日（月）～20日（木）、10月21日(月)～24日(木)の朝活動の時

間に、地域と保護者から募集した｢読み聞かせボランティア｣が各学

級で｢朝の読み聞かせ｣を行い、児童との交流を深めた。  

③について 

・11月19日（火）、社会福祉協議会のご協力により、地域の一人住ま

いの高齢者のみなさんに歌を披露したり、運動会の演目を披露した

り、一緒にゲームをしたりして共に楽しんだ。 

成果及び課題 
  

  

①について 

・昨年度よりも多くの保護者の方々にお世話になり、子ども達の様子

に関心を持っていただくことができた。  

②について 

・初めて読み聞かせをされた方も、読み聞かせの楽しさを体験してい

ただく事ができた。また、子ども達の素直さや真剣さを直接知って

いただくこともでき、本校児童のよさを広めることができた。  

③について 

・普段なかなか高齢者と直接接する機会が無く、また、自分の体が思

うように動く生活をする中で、高齢者のみなさんと共に生きるため

の心配りや配慮点を体験することができた。 

 

 なお、①～③に共通して、地域の方々との綿密な打ち合わせがあっ

ての活動とその成果である。お互いの都合もあり大変なことではある

が、常に連絡を取り、地域とつながっていることが大切である。 
 
  


